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◆事業評価（再評価）の審議内容

「滋賀県公共事業再評価実施要綱」では・・・

＜再評価実施対象事業の要件＞（同実施要綱 第３より）

①事業採択後５年間未着工の事業

②事業採択後10 年間(必要な場合５年間)継続中の事業

③再評価実施後５年間(必要な場合10 年間)未着工または継続中の事業

④事業採択前の準備計画段階で５年間経過した事業

⑤社会経済情勢の変化等により再評価を実施する必要が生じた事業
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＜再評価の視点および対応方針の案の作成＞（同実施要綱 第４）

１.知事は、次に掲げる視点から再評価を行い、事業の継続に当たり、必要に応じその見直しを行うほか、事業の

継続が適当と認められない場合には事業の休止または中止することとする対応方針の案を作成するものとする。

(1) 事業の進捗状況

(2) 事業を巡る社会経済情勢等の変化

(3) 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化

(4) コスト縮減および代替案立案等の可能性

(5) その他事業種類ごとに別に定める必要な事項 事業費の見直し内容

事業費の見直し
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１．事業の進捗状況



◆事業の概要 位置図

対象位置

栗東市

5



◆事業の概要 計画諸元
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お お つ の と が わ な が は ま せ ん

■路線名

■計画区間

■計画延長

■構造規格

■車線数

■全体事業費

■計画幅員

■設計速度

■計画交通量

■標準断面図

： 主要地方道 大津能登川長浜線

： 自）滋賀県栗東市上砥山 至）滋賀県栗東市目川

： １．７km

： 第３種第２級

： ２車線

： 約２９億円

： W=12.0m（２車線部）

： V=60km/h

： 9,600台/日

金勝川

8.5
6.5

3.5

3.253.25

12.00.5 0.75

0.75 1.25



栗東湖南ＩＣ

五軒茶屋ランプ

石部ランプ

小野ランプ

山寺工業団地

馬場工業団地

栗東ＩＣ

栗東市役所

上砥山ランプ
Ｒ７供用予定

【経緯】 【進捗状況】

◆事業の経緯と進捗状況

国土地理院地図データを加工して作成

7
岡本町南交差点

中郡橋北交差点
今回評価区間
L=1.7km

年度 内容

昭和47年度 都市計画決定（下笠下戸山線）

平成29年度 県単独事業として調査開始

平成31年度 事業開始

令和6年度 暫定供用予定

令和9年度 全線供用予定

草津駅

区間
起点 栗東市目川

終点 栗東市上砥山

延長 １．７km

全体事業費 約２９億円

残事業費（R6.3） 約１４億円

費用便益比 １．５

＜凡例＞

整備区間

栗東水口道路

国道

県道

(都)手原駅新屋敷線

R6年度暫定供用
L=0.3km



栗東湖南ＩＣ 五軒茶屋ランプ 石部ランプ

小野ランプ

馬場工業団地

栗東ＩＣ

栗東市役所

上砥山ランプ
Ｒ７供用予定

◆事業の経緯と進捗状況

国土地理院地図データを加工して作成
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岡本町南交差点

中郡橋北交差点
今回評価区間
L=1.7km

草津駅

＜凡例＞

整備区間

栗東水口道路

国道

県道

(都)手原駅新屋敷線

終点側撮影 令和７年１月 起点側撮影 令和７年１月

②

①

①②

R6年度暫定供用
L=0.3km
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２．事業費の見直し



◆事業費の見直し 概要

10

以下の理由により事業費を増加する。

全体事業費 29億円 ⇒ 37.3億円（＋8.3億円 28％増）

No. 内容 事業費の増減

① 労務費・資材単価の上昇 ＋9.0億円

② 盛土材の工事間流用によるコスト縮減 ▲0.7億円

合 計 ＋8.3億円



普通作業員, 1.16 

特殊作業員, 1.22 

土木一般世話役, 1.21 

ブロック工, 1.27 

運転手（一般）, 1.26 

交通誘導警備員B, 1.26 

1.0

1.1

1.2

1.3

R1 R2 R3 R4 R5 R6

Ｒ
元
年
度
か
ら
の
変
化
率

＜代表的な職種の労務費単価の推移＞

（年度）

生ｺﾝｸﾘｰﾄ（24-8-25BB）, 1.31 

鉄筋(SD345 D16～D25), 1.49 

ｱｽｺﾝ(再生密粒度20), 1.31 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁(H=3m), 1.53 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型側溝(PU2-300), 1.38 

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ(1500*1500), 1.57 

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

R1 R2 R3 R4 R5 R6

Ｒ
元
年
度
か

ら
の
変
化
率

＜代表的な資材単価の推移＞

（年度）

◆事業費の見直し 増加要因
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労務費・資材単価の上昇により事業費の増加が生じた。【＋9.0億円】

事業化当初から
約1.1～1.3倍に増加

事業化当初から
約1.3～1.6倍に増加

※出典：公共工事設計労務単価

※出典：建設物価と積算資料の平均



◆事業費の見直し 縮減要因
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盛土材の工事間流用によるコスト削減【▲0.7億円】

■補強土壁の裏込に用いる土砂（5,000m3）は、構造上の耐力や排水性確保などの観点から購入土とし、それ
以外の盛土材（20,000m3）は、ストックヤードからの流用土の活用を想定していたが、当該事業地内のストック
ヤード内において別事業からの良質な発生土が確保できたことからコスト縮減を図った。

ストックヤード
（当初）

現場内ストックヤード
（変更後）

運搬経路
（当初）

種別 数量（m3） 単価 金額 合計

当初
購入土 5,000m3 6,400円/m3 32,000千円

100,000千円
運搬（L=6.6km） 20,000m3 3,400円/m3 68,000千円

変更後 場内小運搬 25,000m3 1,200円/m3 30,000千円 30,000千円

差額 70,000千円

国土地理院地図データを加工して作成

補強土壁工 断面図

歩道

補強土壁

車道

購入土

場内小運搬

運搬(L=6.6km)

場内小運搬

当 初

変更後

当 初

変更後
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３．事業を巡る社会経済情勢等の変化



1,411,498 1,405,299

1.000 0.999
0.996 0.996

1.000
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1.028
1.036

1.000

1.007

0.998 0.999
1.003
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400,000

600,000
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1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

0.980

0.990

1.000

1.010

1.020

1.030

1.040

1.050

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

滋賀県人口 R1比較（滋賀県）

R1比較（草津市） R1比較（栗東市）

R1を基準(1.0)として 滋賀県人口（人）

570,219 
601,096 

1.009

1.042 1.044
1.054

1.000

1.007

1.076
1.082

1.095

1.000
1.008

1.0571.053
1.058

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

0.980

1.000

1.020

1.040

1.060

1.080

1.100

1.120

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

滋賀県世帯数 R1比較（滋賀県）

R1比較（草津市） R1比較（栗東市）

R1を基準(1.0)として 滋賀県世帯数（世帯）

人口の伸び 世帯数の伸び
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◆事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業化後の草津市や栗東市の人口、世帯数、自動車保有台数、製造品出荷額、
観光入込客数の推移は微増傾向であり、社会情勢等の大きな変化はなく、事業の
必要性は依然として高い。

出典：滋賀県 毎月人口推計調査 出典：滋賀県 毎月人口推計調査

草津市
栗東市

大津市

甲賀市

守山市

整備区間

野洲市

湖南市

近江八幡市

竜王町
東近江市



草津市
栗東市

大津市

甲賀市

守山市

整備区間

野洲市

湖南市

近江八幡市

竜王町
東近江市

製造品出荷額の伸び 観光入込客数の伸び
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◆事業を巡る社会経済情勢等の変化

5,404 

3,641 
3,701 

4,547 
5,033 

0.67 0.68 

0.84 
0.93 0.67 0.70 

0.86 
0.93 

1.03 
1.12 

1.16 
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R1 R2 R3 R4 R5

滋賀県観光入込客数 R1比較(滋賀県)

R1比較(草津市) R1比較(栗東市)

R1を基準(1.0)として 滋賀県観光入込客数（万人）

1.18 

1.31 

1.17 

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

R2 R4

滋賀県工業製品出荷額 R2比較(滋賀県)

R2比較(草津市) R2比較(栗東市)

R2を基準(1.0)として 滋賀県出荷額（億円）

出典：R2 経済センサス・活動調査／
R4 経済構造実態調査（製造業事業所調査） 出典：滋賀県観光入込客統計調査

1,023,605 1,029,047 1,031,802 1,039,517 
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R1を基準(1.0)として 滋賀県保有台数（台）

自動車保有台数の伸び

出典：自動車保有車両数（e-stat）、
近畿運輸局、各市統計書



16

４．事業採択時の費用対効果
分析の要因の変化
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◆事業採択時の費用対効果分析の要因の変化

事業の必要性と整備効果

1. 草津駅周辺エリアへのアクセス向上

2. 安全で円滑な交通の確保

3. 産業経済振興への支援

4. 観光分野への支援

5. 地域が取り組むまちづくりへの寄与等

費用便益分析結果



整備後ルート
大津能登川長浜線 経由

約１１分(5.4km)

◆事業の必要性と整備効果 草津駅周辺エリアへのアクセス向上

栗東方面から草津駅周辺エリアへのアクセスルート上には主要渋滞箇所が点在して
おり、日常的に渋滞が発生している。

本道路の整備により、主要渋滞箇所を回避することでアクセス時間短縮が期待される。

約４分短縮

小野ランプ

上砥山ランプ

草津駅周辺エリア

栗東水口道路(小野ランプ)から
草津駅へのアクセス時間

草津駅

整備前ルート
上砥山上鈎線 経由

約１５分(5.6km)

国道大路
国道小柿

上鈎北

①

②

③

①上砥山上鈎線（栗東市上鈎北交
差点）の渋滞状況

③石部草津線の渋滞状況

②大津能登川長浜線（草津三丁目
交差点）の渋滞状況
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整備後ルート

整備前ルート

主要渋滞箇所

※所要時間：R3道路交通センサス混雑時旅行速度
（整備区間は設計速度）を用いて算定

国土地理院地図データを加工して作成

※主要渋滞箇所：渋滞対策の必要性が高い箇所として、渋滞損失時間（80万人時間/年以上）、旅行速度（20km/h
以下かつ1km以上連続）の基準により抽出した箇所に地域の意見を反映し、滋賀県渋滞対策協議会が選定



142
113

0

40

80

120

160

平成27年 令和7年

143

70

0

40

80

120

160

平成27年 令和7年

19

◆事業の必要性と整備効果 安全で円滑な交通の確保

当該道路や山手幹線の整備により、栗東水口道路から国道１号を結ぶルートが増加
し、交通が分散することで、周辺道路の混雑緩和が期待される。

約20％減少

上砥山上鈎線

約51％減少

石部草津線

並行道路

(百台/日)

＜凡例＞
整備区間
栗東水口道路
高速道路
国道
県道等

※交通量：交通量推計結果

栗東ＩＣ

小野ランプ

上砥山ランプ

栗東湖南ＩＣ

(百台/日)

国土地理院地図データを加工して作成

並行道路
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(百台/日)

大津能登川長浜線整備区間

約24％増加



草津住宅工業団地
馬場工業団地

20

◆事業の必要性と整備効果 産業経済振興への支援

当該道路周辺には、国内を代表する企業を含む工業団地が立地し、国道１号や名神
高速道路の各IC等へのアクセス向上により、さらなる産業経済振興への支援が期待さ
れる。

栗東ニューテクノパーク

山寺工業団地

栗東ＩＣ

栗東湖南ＩＣ

パナソニック(株)アプライアンス社
【本社：滋賀】

同社国内最多部門を有する工場

オッペン化粧品(株)
【本社：大阪】

化粧品(研究開発から製造・
流通までを行う自社一貫体制工場)

ダイキン工業(株)滋賀製作所
【本社：大阪】

ルームエアコンや空気清浄機を生産する工場

草津市
中心部

＜凡例＞
整備区間
栗東水口道路
高速道路
国道
県道等

国土地理院地図データを加工して作成
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R2を基準(1.0)として 滋賀県出荷額（億円）

出典：R2 経済センサス・活動調査
／R4 経済構造実態調査（製造業事業所調査）
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◆事業の必要性と整備効果 観光分野の支援

草津市・栗東市は県全体と比較して観光入込客数の伸び率が大きく、甲賀市水口方
面や栗東市南部方面から草津市街地やびわ湖・草津市街地へのアクセス向上により
さらなる観光振興が期待される。

道の駅アグリの郷栗東

金勝寺

狛坂磨崖仏

大型ショッピングエリア

草津川
跡地公園
de愛ひろば

草津宿街道交流館
草津宿本陣

〔写真：栗東市観光協会WEBサイト〕

1.16
1.11

1.39

1.62

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

H25 H29 R5
滋賀県全体 草津市+栗東市

県全体と比較
して1.5倍の伸び率

図 観光入込客数伸び率
（H25を1.00とした比率）

草津宿本陣

〔写真：草津市
観光物産協会WEBサイト〕

草津川跡地公園

草津川
跡地公園
ai彩ひろば

甲賀市方面から
草津市内の観光地への

アクセス向上
湖
岸
緑
地

琵琶湖

旧東海道石部宿

栗東ＩＣ 栗東湖南ＩＣ

小野ランプ

上砥山ランプ

びわ湖・草津市街方面から
栗東市南部の観光地への

アクセス向上

道の駅こんぜの里 りっとう

金勝山展望台

＜凡例＞
整備区間
栗東水口道路
県道
主な観光施設

金勝寺

草津市

栗東市

R5年間入込客数 14,787人

至
甲
賀
市

R5年間入込客数 418,445人

国土地理院地図データを加工して作成
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◆事業の必要性と整備効果 地域が取り組むまちづくりへの寄与等（草津市）
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◆事業の必要性と整備効果 地域が取り組むまちづくりへの寄与等（栗東市）
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大津湖南地域幹線道路整備
促進期成同盟会

（地元自治体で構成）

◆事業の必要性と整備効果 地域が取り組むまちづくりへの寄与等
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◆費用便益分析結果

費用便益分析とは

事業を効率的かつ効果的に逐行するため、事業を実施するこ
とで生じる便益（Benefit: B）と事業にかかる費用（Cost: C）を比
較することにより、投資効率性の観点から対象事業の妥当性を
評価するもの

費用便益比 Ｂ／Ｃ ＝
便益 Ｂ

費用 Ｃ
国土交通省が定めた「費用便益分析マニュアル（令和５年１２月版）」により算出



事業全体の費用便益比 Ｂ/Ｃ=１.５（≧1.0）
うち残事業分 Ｂ/Ｃ=３.３（≧1.0）

項目 値 うち残事業分

便益（B）

走行時間短縮便益 46億円 46億円

走行経費減少便益 6.1億円 6.1億円

交通事故減少便益 0.59億円 0.59億円

合計（総便益） 53億円 53億円

費用（C)

事業費 34億円 15億円

維持管理費 1.2億円 1.2億円

合計 35億円 16億円

費用便益比（B/C） 1.5 3.3

※表中の費用及び便益は全て現在価値換算した値（消費税抜き）である。
費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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◆費用便益分析結果
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５．コスト縮減および代替案立案等
の可能性
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盛土材の工事間流用によるコスト削減【▲0.7億円】

■補強土壁の裏込に用いる土砂（5,000m3）は、構造上の耐力や排水性確保などの観

点から購入土とし、それ以外の盛土材（20,000m3）は、ストックヤードからの流用土の活

用を想定していたが、当該事業地内のストックヤード内において別事業からの良質な

発生土が確保できたことからコスト縮減を図った。

◆コスト縮減および代替案立案等の可能性

【再掲】

■盛土材の工事間流用によるコスト縮減を図っており、今後も技術の進展に
伴う新技術・新工法の採用などコスト縮減に努めながら引き続き事業を推進。
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６．対応方針（案）



◆対応方針（案）
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主要地方道大津能登川長浜線（上砥山・目川工区）の道路整備事業を

継続実施するものとする。

１．栗東方面から草津駅周辺エリアへのアクセスルート上にある主要渋滞箇所
を回避することでアクセス時間短縮が期待される。

２．栗東水口道路から国道１号を結ぶルートが増加し、交通が分散することで、
周辺道路の混雑緩和が期待される。

３．周辺工業団地から国道１号や名神高速道路の各IC等へのアクセス向上によ
り、さらなる産業経済振興への支援が期待される。

４．甲賀市水口方面や栗東市南部方面から草津市街地やびわ湖・草津市街地
へのアクセス向上によりさらなる観光振興が期待される。

５．地元自治体で構成される大津湖南地域幹線道路整備促進協議会から、本
事業の早期完成が強く望まれている。


